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生体反感側よりみた尿中生機物質の消長にづいて

1:(}1-! ff! 尿丑と尿政ini天皮肉主舵 (K1)ボ

のヰnr~~l ~こ τ 

岩・回数柴・ 11t はIa:m二
(北海道大学桔反研究所化学部門)

'つ V'

告する。

賀駿鯨件並びに成績

it:尿~ì正~'r;~.人労的者勤務冷尿1 ;0 (40余名，.印)。 腕結

辰也'('i'会日尿(2ヲ名， X 印… ...m品~， 0[:[1......lj1空手出およ

びム印…・1引りについて行い，;表尿条件¥i前世1川と::iそ

く同一であり，尿{，干，尿放Hf，:沃皮殺但t'りとも 11冷11R恒[をも

って公示した。}ノ~-1jt，工巴巴・ P巴 t'hour. K' ¥:1: mg per hour. 

図Aはその原岡であり， [吋Bはそれを overlapping 

mean法により統計をとったものである。即ち各meshの

点にそれを阻む8個の mesh1ftの点を加え，その総手口の平

均を求め，それより全数に対するμを計算し，等頻度曲線

を各tû-: fJJJ別に求めたものである。 f子生事~J! J1t~~は図 B制裁の

数値に10を;fdJしたものである。

閣におL、て 1)疋1;y人の:i[C{l点ともみられるとニろ

段労の研究を特珠の方向 (tt.i1Jの異常)に求めていたの
では何時までたってもらちがあかぬ。なぜならはその代;射

の具71yもf肉体の環境に対する適応のあらわれにすぎないか

らである。

f改勺l土倒休の Acidosisの万向にあるものでもなく，ま

たAlkalosisのブjr古jにあるものでもない。常に両者にjぴ与

するものである。

われわれは今のところ疲労'を表示する何物をももって

いなし、。 Acidosisも Alkalosisもすべて個体のその原国に

すぎなし、。

今回は尿吐と尿放置沃度減(自 (Kj) の相iYJについて報

.' (・5・，)正桶人'ff(hE寺京
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2)岩回数祭・5持政民次:予寄与と生物感， 25(4): 171-176， 

日自27.

3)阿風俗・佐々木術&jl，:時皐と生物fr~， 25 (4): 176-179， 

IIs 27. 
4) 'l!fill，'f徳治・1(1山t.jtご:持争と生物写生， 25(4):18ヲイ92，

H自27.

5) "I"ì削I~.'11')以降治:路市と生物，，.，，;，， 25 (4): 19~-202， 

日誌 27. 

6)阿風俗・佐々木俗司f，:~q[*と生物N~， 26 (1): 4-7， ITI{ 28. 

7) 中 ~IJW，二・'l'fdl;!fi'Jl治・.1J'.池正:段与と生At7f;b， 26 (3): 94 

-97， 目白 28.
8)岩問主主祭・間風俗:持J裂と生物争， 26(5i: 192-196， 

l日l惚召 28， 

9到)l務蜘容恥!朕隊反次.中jμ川I('i怒予釘?治台:E斡年与h比と1生lド二
H百28，

10) 之I'.i也疋・佐々木俗耳l':将争と生物泉， 27 (3): 102-104， 

us 28. 
11) j7Lj[f1ilIr: 。，~;~[~~と *.4W}~， 25 (1): 1-3， Il行 27.

(受付行利28(I'. 3刀 1611 ) 
本論文は吟与と '1:.物学第28~ ?J12 抗に俊表した。

は尿:吊:において約70c巴となり比絞的大きな数値を!去する

が，これは勤務時尿を採集したためで・あろう。 2)桔俣市.

のそれはJi'i:杭でさえ40-50cc (全日尿を24で除し 1時間(涯

を求めた)であり正常とあまり変りがなかった。 このよう

に結反にかかり食症になっても尿丑にあまり変化のないも

のは生休反応側よりみて誠に興味あるかっl'tLTiな事実ーであ

る。 3)桔段級特に:m:;庶のものが正常人(労的!碍尿)に比
し尿=rn:，尿放資沃度再主催 (K1) ともに獄少の傾向をみせか

っその両者のi成少の割合がほぼ同じで・あることは尿排出と

Kl-反応物nとの間に K2のそれに比しより5郎、相関の存
するを忠わせて興味あるものがある。詳しいことについて

は仙の期会に一括して報一位するつもりであるc

北海道大栄山田内科技ひにITJ立中L'呪療i!ts庁の御協力に
深謝する。なお木研究の 1部は文部省科学研究費(27年度)

による，ここにi'.Mlβを表する。

ー》守

献文

Il 1'<，' f!l主主役・ 1持政h三次:燈与と生物~~， 26 (1): 1--4，目白28.
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